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販売事業者様用 

施 工 業 者 様 用 

 

 

 

液化石油ガス用定流量弁 

Ｐａｒａｆｌｏｗ 
＜ パ ラ フ ロ ー ＞  

ＫＦＬ－１５０～５００Ｂ 

取 扱 説 明 書 
 

 

 

 
 このたびは、Ｐａｒａｆｌｏｗ<パラフロー> をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。 

 

 本書では、Ｐａｒａｆｌｏｗ<パラフロー> を正しく設置するための方法、および安全にご使用していた

だくため、その取扱い方法について説明しています。 
 
設置工事をされる方は、工事をされる前に必ずお読みいただき、内容を充分に理解してから行って

ください。 

 

また、ご使用の前に必ずお読みいただき、内容を十分理解してからご使用ください。 
 

 この説明書は、読まれたあとは維持管理責任者が大切に保管してください。 
 
 

カグラベーパーテック株式会社 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

  警  告 

ご使用前に、本書をよくお読みの上、正しくお使いください。 

誤った使い方は、重大な事故につながる危険があります。 
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注意して頂きたいこと   

 この製品は、取扱いを誤るとＬＰガスの供給停止やガス事故の原因になります。 

ご使用前に本書をよくお読みの上、正しくお使いください。 

 高圧ガス保安法・液化石油ガス法等に定められた基準を厳守してください。 

 この製品はＬＰガス（プロパン･ブタン）専用です。その他のガスにはご使用になれません。 

 注意 のシンボルは､誤った取扱いをした場合に､製品を損傷する恐れのある事項 及び ＬＰガ

ス供給停止の原因となる恐れのある事項について説明してあります。 

 本製品を末永く安心してご使用いただくために、各種定期点検・検査は弊社または弊社サービス代

理店にお気軽にご用命ください。 

 

 

機器類の点検、検査周期の目安  

 下記の期間による更新をおすすめ致します。 

名      称 型   式 検査又は点検 推奨更新時期 

Ｐａｒａｆｌｏｗ<パラフロー> KFL-150～500B ３年毎に分解検査を実施 １０年 

※高圧ガス保安法の適用を受ける場合は、ＬＰガスバルク貯槽及び附属機器、弁計器類等の検査周

期は、行政指導により実施してください。 

 上記の再検査は全て有償となります。 

 設置場所及び使用環境によっては、上記の寿命より早く老朽化する場合も考えられますので、

点検又は検査を十分に実施頂けるようお願い致します。 

 

 

製品保証について  

ご購入頂きました Ｐａｒａｆｌｏｗ<パラフロー> は、納入後１年間の製品保証を行っております。 

 保証の適用 

取扱説明書に基づく正常な使用状態で、製造上の責任による故障の場合、納入日から１年以内で

あれば無償にて修理致します。 

 保証の適用除外 

(1) 取扱説明書に記載の使用方法および取付け規制等を守らない使用者の故意または不注意によ

って生じた故障または損傷の場合 

(2) 火災・天災等の不可抗力による故障または損傷の場合 

(3) 弊社の承諾なく機能に影響を及ぼす変更がなされた場合 

(4) 弊社または弊社サービス代理店以外で修理されたことが原因で故障した場合 

(5) その他弊社の責任によらない故障または損傷の場合 

尚、保証期間経過後に故障が生じた場合は、ご連絡がありしだい実費を頂いて修理交換に応じさ

せて頂きます。 
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型　式

KFL-150B

KFL-200B

KFL-300B

KFL-500B

 

製品の概要 

 

Ｐａｒａｆｌｏｗ<パラフロー> は、流量制限弁です。 ガスの流量に応じてをパラフロー内部の流路を絞って、

ガスの流量がベーパーライザーの蒸発能力を超えないように制限します。 

 

1)特徴 

①ガスの安定供給が図れます 

 ベーパーライザーを複数台並列運転した場合、偏流等によりいずれかのベーパーライザーが過負

荷（オーバーロード）状態となり、LPGの液流出防止装置が作動してガスの安定供給ができないことが

あります。このような場合に、ベーパーライザーのガス出口ラインにパラフローを取り付けることにより、

ガスの安定供給を図ることができます。 

②ベーパーライザーの増設時に有効です 

パラフローを取り付けることにより、ガス消費量の不足分に見合うベーパーライザー容量の増設だ

けでガスの安定供給ができるため、設備コストが少なくてすみます。 

③自然気化ラインをプラスアルファとして使用できます 

パラフローがベーパーライザーのオーバーロードを防止しますので、並列設置した自然気化ライン

をプラスアルファとして使用することが可能です。ピーク時等、一時的にガスの消費量がベーパーライ

ザーの定格能力を超える場合でも、安心してガスをお使いいただけます。 

④流量調整が可能です 

ガスの消費量が多いときに圧力低下が起こるときにでも、流量調整機能があるため、設備に合わせ

た調整が可能です。 

 

 

2)外形寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

裏面へ続く…
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Ｐａｒａｆｌｏｗ <パラフロー>
　ＫＦＬ－１５０～５００Ｂ

TYPE
KFL-ＯＯＯA

DATE　　　　No.
'00.00　　000

P1:0.07MPa(Propane)

　　　ＦＬバルブ
ＫＦＬ－５０～１００Ａ

 

 

3)製品仕様 

製 品 名 称 Ｐａｒａｆｌｏｗ <パラフロー> 

型 式 KFL-150B KFL-200B KFL-300B KFL-500B 

対応蒸発器能力 150 kg/h 200 kg/h 300 kg/h 500 kg/h 

使 用 ガ ス 液化石油ガス （プロパン・ブタン） 

設 計 圧 力 0.50 MPa 

設 計 温 度 -5～+90 ℃ 

作 動 流 量 ※ １ 135 kg/h 180 kg/h 270 kg/h 450 kg/h 

入 口 圧 力 ※ ２  
プロパン使用時 ： 0.09 MPa 

ブタン使用時  ： 0.07 MPa 
 

出 口 圧 力 ※ ３  
プロパン使用時 ： 0.07～0.09 MPa 

ブタン使用時  ： 0.05～0.07 MPa 
 

接 続 口 径 40A JIS10K フランジ 65A JIS10K フランジ 

フランジ面間寸法 140 mm 190 mm 

製 品 重 量 約 6 kg 約 12 kg 

※1 流量調整機能ご使用の場合を示します。流量調整機能の使用にあたっては、本書「流量調整機能のご使用

について」の注意事項をよくお読みになったうえで行ってください。 

作動流量は設置条件等により変動します。 

※２ プロパン・ブタン混合ガスにてご使用の場合は、本書「入口圧力の設定」を参照してください。 

※３ 例えばプロパンにてご使用の場合、ガスの流量が作動流量に達すると出口圧力が0.09MPaから0.07MPaまで

低下することを表しています。 

 

 

4)姉妹品のご案内 

対応蒸発器能力が50kg/h～100kg/hの、小型用定流量弁「ＦＬバルブ」が姉妹品としてございます。

詳細につきましては、弊社までお問い合わせください。 
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貯槽・タンクから

中圧供給

200kg/h
蒸発器②

中圧調整器②
KFL-200B

パラフロー②

圧力計②

300kg/h
蒸発器①

中圧調整器①
KFL-300B

パラフロー①

圧力計①

ストップ弁②

ストップ弁①

バルク貯槽
150kg/h
蒸発器

圧力計②

ストップ弁②

中圧調整器②

ストップ弁①

圧力計①

中圧調整器①
KFL-150B
パラフロー

中圧供給

蒸発器ライン

自然気化ライン

 

設置･施工 

 

1)参考系統図 

● 蒸発器２台並列設置（300kg/hと200kg/h）の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 自然気化ラインとの併用の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2)注意事項 

① 腐食性ガス(アンモニア・亜硫酸ガス等)の影響を受ける場所には設置しないでください。 

② 必ず、蒸発器の蒸発能力に見合ったパラフローを使用してください。 

③ 蒸発器を複数台並列設置する際は、各蒸発器の出口ラインにパラフローを取付けてください。 

④ パラフローの取付姿勢は、ガスの流れが水平か下向きとなるようにしてください。 

⑤ パラフローの流れ方向に注意して取り付けてください。 

⑥ パラフローに無理な力がかからないように施工してください。 

⑦ 使用するガスの組成によってパラフロー入口の圧力を設定する必要があります。必ず、中圧調整器

とパラフローの間に圧力計を取り付けてください。 

⑧ メンテナンス作業が出来るように、各ラインのパラフローの出口にストップ弁を設けてください。 

⑨ パラフローの内部に異物が侵入すると、機能が失われることがあります。パラフローに接続する配管

は事前に十分なフラッシングを行い、内部をよく清掃した上で施工してください。 

⑩ 設置後は必ず気密試験を実施し、接続部より漏れ等がないことを確認した上でご使用ください。 
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入口圧力の設定（重要） 

 

ご使用のガスの組成に応じて、パラフローの入口圧力を次のとおり設定してください。圧力設定の方法

は、お使いの中圧調整器の取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

パラフロー入口圧力設定例 

プロパン100% ......................  0.090MPa 

プロパン50%／ブタン50% .......  0.080MPa 

プロパン30%／ブタン70% .......  0.076MPa 

ブタン100% ..........................  0.070MPa 

 

 注 意 
・ 図に示す入口圧力よりも高い圧力に設定した場合、流量が蒸発器の能力をオーバー

する可能性があります。 必ず、ガス組成に応じた入口圧力に設定してください。 

・ 特に、季節に応じてガス組成を変更する際には、入口圧力の再設定を忘れずに行うよう

注意してください。 

・ 姉妹品の「ＦＬバルブ」とは設定圧力が異なります。「ＦＬバルブ」の圧力設定につきまして

は、「ＦＬバルブ」の取扱説明書をご覧ください。 

 

 

 

● 自然気化ラインの圧力設定 

自然気化ラインをプラスアルファとして使用する場合は、自然気化ラインの中圧調整器の設定を

蒸発器ライン（上記パラフロー入口圧力）よりも 0.02MPa低く設定してください。 

 例）使用ガスがプロパン100%の場合 

蒸発器ライン設定圧力（パラフロー入口圧力）                       0.09MPa 

自然気化ライン設定圧力                                                     0.07MPa 
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流量調整機能のご使用について（重要） 

 

1)注意事項 

流量調整ダイヤルは、工場出荷時には「+0%」に固定されています。 

このダイヤルを不用意にまわすと、蒸発器のオーバーロードを引き起こしてガスの供給停止に至る可

能性があります。流量の調整は次の点に注意して行うようにしてください。 

○ 流量の調整は、ご使用の設備にてガス消費量が最大となるときに、圧力低下が問題となる場合のみ

行ってください。通常は工場出荷のまま（+0%）で使用してください。 

○ 流量の調整時には、必ず蒸発器がオーバーロードしないことを確認してください。 

（最大消費時に、蒸発器の熱媒温度が仕様に示す通常範囲内にあることを確認してください） 

･ 蒸発器の熱媒温度については、ご使用の蒸発器の取扱説明書をご覧ください。 

・ 弊社の消費型蒸発器「ミニマム」の場合、温水温度が70℃を下回らなければ通常です。 

○ 流量の調整には、市販の六角レンチ（呼び1.5㎜）が必要です。 

（パラフローには付属しておりません） 

 

 

2)流量調整の方法 

① 調整ダイヤル正面の穴より、呼び1.5㎜の六角レンチを差し込んで、奥の固定ネジを半回転程度ゆる

めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 調整ダイヤルを+0%～+10%の範囲内でまわし、流量の調整を行ってください。 

 注 意 
・ このとき必ず、蒸発器がオーバーロードしないことを確認してください。蒸発器がオーバーロ

ードを起こすと、蒸発器の安全装置が作動して、ガスの供給が停止する恐れがあります。 

・ 蒸発器のオーバーロードについては、上記注意事項 及び お使いの蒸発器の取扱説明書

を参照してください。 

 

③ 六角レンチにて固定ネジを締め付けて、調整ダイヤルを固定してください。 

 

   

 

ご不明な点がある場合は、下記サービスセンターまでお問い合わせください。 

フリーコール ０１２０-０２１-８３３ （受付時間 月曜～金曜日 ９:００～１８:００） 

 

ＨＤＭ００７５Ｒ６



   

 

 

 

 

 

 

カグラベーパーテック株式会社 
URL http://www.kagla.co.jp 

本 社
〒６６１-００２５ 兵庫県尼崎市立花町１丁目２番１号 
  ＴＥＬ ０６(６４２９)２６９１(代)  ＦＡＸ ０６(６４２２)０１３４ 

仙 台 オ フ ィ ス
〒９８０-００１２ 宮城県仙台市青葉区錦町１丁目１０番１１号 (勾当台上杉通りビル)

  ＴＥＬ ０２２(７２２)８７４５(代)  ＦＡＸ ０２２(７１１)１０８５ 

東 京 オ フ ィ ス
〒１０３-００２５ 東京都中央区日本橋茅場町１丁目３番９号 (茅場町ＭＹビル) 

  ＴＥＬ ０３(３６６１)７６８１(代)  ＦＡＸ ０３(３６６１)７６８５ 

名 古 屋 オ フ ィ ス
〒４５２-０００８ 愛知県清須市西枇杷島町地領１丁目９番１５号 
  ＴＥＬ ０５２(５０５)７０１１(代)  ＦＡＸ ０５２(５０５)７０１３ 

大 阪 オ フ ィ ス
〒６５１-１４１１ 兵庫県西宮市山口町名来１２３５番地 
  ＴＥＬ ０７８(９０３)２７８４(代)  ＦＡＸ ０７８(９０３)２７９４ 

広 島 オ フ ィ ス
〒７３２-００５２ 広島県広島市東区光町１丁目６番１８号 
  ＴＥＬ ０８２(５６９)８７７０(代)  ＦＡＸ ０８２(５６９)８７７１ 

福 岡 オ フ ィ ス
〒８１６-０９２１ 福岡県大野城市仲畑１丁目３５番１９号 (オフィスパレア仲畑Ⅲ) 
  ＴＥＬ ０９２(５７３)１８５０(代)  ＦＡＸ ０９２(５７３)１８５１ 

有 馬 工 場
〒６５１-１４１１ 兵庫県西宮市山口町名来１２３５番地 
  ＴＥＬ ０７８(９０４)０８７１(代)  ＦＡＸ ０７８(９０４)０８７４ 

サ ー ビ ス セ ン タ ー
フリーコール

０１２０-０２１-８３３ (受付時間 月曜～金曜日 ９:００～１８:００) 

[ 保有資格 ] 

ガス事業法に基づく溶接施工方法 

・機器の点検・修理・故障に関するご相談は弊社または弊社サービス代理店へご連絡ください。 

 サービス代理店 
 
 
 

 
 




